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Well-being向上のためのアドバンストスキンケアの開発と社会実装
Well-being向上のためのアドバンストスキンケアの開発と実装に向け、炎症や創

傷に対する病態メカニズム解明・スキンケア考案・アウトカム評価・臨床実装に取り組んで
いる。特に、看護理⼯学⼿法と社会実装の融合により、バイオフィルム、⽪膚細菌叢、⽪膚
バリア機能の評価とケア開発を多職種・多施設・複数カ国で展開する。具体的に、褥瘡・浮
腫・失禁関連⽪膚炎に着眼しており様々なバイオロジー⼿法やアイディアを求める。

問い合わせ︓藤⽥医科⼤学産学連携推進センター fuji-san@fujita-hu.ac.jp
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ストーマ（⼈⼯肛⾨）
リンパ浮腫

浮腫（むくみ）

看護と理⼯学の融合により⽇常⽣活⽀援のためのヘルスケア促進を⽬指したい

炎症

失禁関連⽪膚炎
（おむつかぶれ）

蜂窩織炎

新たな評価指標開発

ケアイノベーションと社会実装

・早期発⾒指標
・リアルタイム・⾮侵襲的評価⽅法
・⽣活の質／満⾜度／医療の質評価⽅法

・メカニズム基づいた新アプローチ
・セルフケア⽀援のための新たな医療機器
・遠隔でのケアシステム・教育システム
・アプリケーション開発

新たなケア開発
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